
'
H
A
 

~~盟国グも雫ずf宅ナ Yすシナ頚丹宅ず

け講習会

名
調
子
に
汗
に
じ
ま
せ
て

山
人
が
参
加

長誤音頭費量り

待
望
の
私
た
ち
の
「
長
浜
音
頭
」
の

レ
コ
ー
ド
が
で
き
あ
が
り
、
三
月
二
十

九
日
に
長
浜
町
体
育
館
大
ホ
ー
ル
で
振

り
付
け
講
習
会
が
に
ぎ
や
か
に
聞
か
れ

ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、
町
内
の
各
種
団
体
の

指
導
者
、
保
母
、
先
生
、
高
校
生
、
婦

人
会
員
、
一
民
踊
会
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
員

ら
約
百
十
人
が
参
加
、
は
る
ば
る
東
京

か
ら
招
い
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
専
属
の
振
り

付
け
師
E

紅
梅
扇
寿
郎
さ
ん
の
手
ほ
ど

き
で
み
っ
ち
り
二
時
間
あ
ま
り
、
で
き

た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
音
頭
、
都
は
る
み
の

名
調
子
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

レ
コ
ー
ド
は
二
千
枚
製
作
。
町
(
商

工
開
発
課
)
で
は
各
種
団
体
に
は
無
償

で
配
付
す
る
ほ
か
、
個
人
の
希
望
者
に

は
区
単
位
に
と
り
ま
と
め
一
枚
五
百
円

で
販
売
し
音
頭
の
普
及
に
努
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

振
り
付
け
を
マ
ス
タ
ー
さ
れ
た
方
々

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
項

き
一
人
で
も
多
く
、
い
や
、
私
た
ち
の

町
の
誰
も
が
歌
っ
て
踊
れ
る
よ
う
ご
指

導
を
項
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
五
十
三
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
三
月
十
五
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
八
日
聞
の
会
期
で
聞
か
れ
、
五
十
三
年

度
の
長
浜
町
行
政
の
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
上
程
し
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
五
十
三
年
度
当

初
予
算
を
は
じ
め
条
例
改
正
な
ど
全
部
で
三
十
件
で
、
い
ず
れ

地理的条件を生かした流通基地開発には発展への大きな可能性
と期待が υ ・。

も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
、
陳
情
書
な
ど
五
件
の
報
告
案
件
が

受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
模
様

の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
五
十
三
年
度
の
長
浜
町

行
政
の
あ
り
方
な
ど
を
こ
判
断
く
だ
さ
い
。

時
一
陣
棋
の
撞
政
方
針
濃
制
概
観
襲

施政方針を述べる菊地町長

議
案
審
議
を
前
に

町
長
は
五
十
三
年
度

の
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
内
容

の
概
要
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

iま

じ

め

昭
和
四
十
九
年
九
月
に
町
長
に
就
任

し
、
本
年
は
任
期
最
終
の
予
算
で
あ
る

が
、
最
後
の
仕
上
げ
と
い
う
考
え
方
よ

り
も
、
本
町
将
来
の
繁
栄
を
築
く
た
め

に
必
要
な
当
面
の
課
題
、
問
題
点
の
改

善
と
い
う
捕
え
方
で
も
ろ
も
ろ
の
施
策

圏
内
外
情
勢
の
農
望

経
済
不
況
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

的
な
傾
向
で
あ
り
、
輸
出
の
行
き
過
ぎ

が
円
高
と
い
う
現
象
を
生
み
、
輸
出
の

自
粛
を
求
め
ら
れ
る
反
面
、
農
産
品
を

主
軸
と
し
た
輸
入
攻
勢
が
加
わ
り
異
状

事
態
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
輸
出
品
目
の
極
端
な
削
減
や
減
産
は

失
業
者
の
増
加
と
社
会
不
安
を
生
む
お

そ
れ
が
あ
る
。

一
方
、
輸
出
減
量
分
を
国
内
需
要
の

拡
大
に
指
向
し
つ
つ
あ
る
が
、
国
民
に

は
不
景
気
と
失
業
に
対
す
る
自
衛
本
能

が
あ
り
、
不
況
に
備
え
た
貯
蓄
、
節

約
心
が
み
ら
れ
、
現
時
点
に
お
い
て
は

大
幅
な
消
費
の
伸
び
は
期
待
が
も
て
な

t
u
v
 

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、
政

府
は
景
気
刺
激
の
唯
一
の
道
と
し
て
国

債
の
増
発
を
行
い
、
思
い
切
っ
た
公
共

投
資
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の

方
法
は
財
政
運
用
面
か
ら
見
れ
ば
好
ま

し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
や
む
を
得
な

い
当
然
の
こ
と
で
も
あ
る
。

自
主
財
源
の
乏
し
い
地
方
公
共
団
体

は
、
そ
の
年
々
の
国
の
施
策
や
方
針
に

沿
っ
て
事
業
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

本
町
も
こ
れ
を
受
け
て
公
共
事
業
の
拡

大
消
化
を
最
重
点
と
し
て
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
財
源
の
裏
付
け
が
あ
り
投
資

効
率
が
高
く
懸
案
と
な
っ
て
い
る
も
の

か
ら
順
次
着
手
し
た
い
。

そ
こ
で
町
民
各
位
に
ご
理
解
と
認
識

を
項
き
た
い
こ
と
は
起
債
(
町
の
借
金
)

の
こ
と
で
あ
る
。
単
的
な
比
較
で
あ
る

が
自
主
財
源
額
と
起
債
償
還
元
利
合
計

額
を
見
て
み
る
と
、
自
主
財
源
が
約
三

億
円
、
こ
の
う
ち
す
で
に
借
り
入
れ
た

起
債
の
償
還
元
利
合
計
は
約
二
億
三
千

万
円
あ
り
、
自
主
財
源
で
建
設
事
業
に

投
入
で
き
る
額
は
六
、
七
千
万
円
し
か

な
く
、
さ
ら
に
不
足
分
を
町
債
に
求
め

て
事
業
を
執
行
す
る
と
数
年
後
に
は
財

政
の
硬
直
化
と
な
り
、
再
建
団
体
に
転

落
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
る
と
、
事

業
は
災
害
復
旧
し
か
ゃ
れ
な
く
な
り
、

現
在
ま
で
の
努
力
が
水
の
ア
ワ
と
な
る
。

そ
の
苦
し
さ
は
、
昭
和
三
十
年
の
合
併

か
ら
約
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、
町
民
各
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位
が
苦
し
み
耐
え
抜
い
た
過
去
が
あ
り

ご
理
解
頂
け
る
と
思
う
。

重

点

施

策

総

論

公
共
事
業
の
推
進

」
流
通
基
地
の
開
発

長
小
校
舎
の
改
築

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
昭
和

五
十
三
年
度
は

第
一
に
、
産
業
基
盤
整
備
と
景
気
浮

揚
の
た
め
の
公
共
事
業
の
推
進
。

第
二
に
は
、
町
の
振
興
基
本
構
想
で

あ
る
臨
海
工
業
開
発
構
想
を
流
通
基
地

開
発
構
想
へ
転
換
し
、
推
進
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。

第
二
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
町
議
会

で
も
こ
と
し
一
月
に
転
換
推
進
の
た
め

の
特
別
議
決
が
な
さ
れ
、
理
事
者
と
議

会
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
本
町
独
自
の

も
の
と
し
て
は
第
一
に
掲
げ
る
性
格
の

も
の
で
あ
る
が
、
国
策
が
景
気
浮
揚
対

策
と
し
て
の
公
共
事
業
の
推
進
で
あ
る

た
め
第
-
一
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
内

外
の
政
治
経
済
の
情
勢
変
化
に
急
速
に

対
応
し
て
将
来
発
展
の
可
能
性
が
高
い

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
本
町
の
中
心
校
で
あ
る

長
浜
小
学
校
の
改
築
を
主
と
し
た
学
校

施
設
の
整
備
で
あ
る
。

重

点

撞

策

各

論

基
盤
整
備
に
約
問
億
円

諮
問
問
機
構
を
充
実
強
化

時

恥

準

備

の

年

第
一
の
公
共
事
業
の
推
進
は
、
基
盤

整
備
の
拡
充
を
重
点
と
し
た
い
。

こ
れ
は
産
業
基
盤
整
備
と
生
活
基
盤

整
備
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
両
方
に
関

係
す
る
園
、
県
、
町
道
や
農
林
道
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
交
通
体
系
の
整
備
は
、
県
道

改
良
負
担
金
を
含
め
て
約
五
億
五
千
万

円
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
産

業
基
盤
整
備
は
漁
港
改
修
、
魚
礁
設
置

な
ど
で
二
億
二
千
七
百
五
十
万
円
を
当

初
予
算
に
計
上
し
た
。
と
く
に
喜
多
灘

漁
港
は
国
道
三
七
八
号
線
の
改
修
と
関

連
し
て
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

生
活
基
盤
整
備
は
、
過
去
に
は
生
活

環
境
施
設
と
い
う
呼
び
名
で
も
説
明
し

て
い
る
が
、
そ
の
必
要
性
、
緊
急
度
に

応
じ
施
工
す
る
計
画
で
、
は
な
は
だ
広

い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
新
年
度
は

町
民
の
生
活
に
直
結
す
る
公
営
住
宅
、

簡
易
水
道
、
墓
地
移
転
、
ゴ
ミ
処
理
施

設
、
部
落
集
会
所
、
下
水
排
水
施
設
、

消
防
・
交
通
関
係

な
ど
の
安
全
施
設

な
ど
を
予
定
し
約

二
億
円
の
事
業
費

と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
テ
レ
ビ
難
視

聴
解
消
対
策
は
補

助
が
確
定
し
だ
い

補
正
予
算
で
処
理

す
る
方
針
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
施
策

は
、
楽
し
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の

表
看
板
と
な
り
、

建
設
後
は
町
民
一

人
一
人
が
H

自
分

の
施
設
で
あ
る
H

と
い
う
愛
護
の
理

念
を
も
っ
て
管
理

、
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
む
。
こ

の
こ
と
は
、
一
部

の
公
徳
心
に
欠
け

た
人
々
の
心
な
い

所
行
に
よ
っ
て
多

く
の
人
々
が
迷
惑
を
こ
う
む
っ
て
は
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
流
通
基
地
開
発
構
想
の
推
進

ム
お
よ
び
実
現
に
つ
い
て
は
地
元
の
西
国

代
議
士
の
攻
治
力
を
発
揮
し
て
項
く
た

め
の
前
提
と
な
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
熱

意
の
結
集
、
議
会
、
理
事
者
、
関
係
団

体
の
四
者
一
体
の
強
力
者
基
盤
が
構
築

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
と
信

じ
る
。
そ
こ
で
、
事
務
体
制
に
お
い
て

は
、
流
通
基
地
は
高
業
、
運
輸
な
ど
が

主
力
と
な
る
こ
と
、
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

商
工
課
と
開
発
課
を
統
合
し
て
「
商
工

開
発
課
」
に
一
本
化
し
、
充
実
強
化
し

た
機
構
で
対
処
す
る
。

第
三
の
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
本
町
で
最
も
大
き
い
規
模
の
長
浜

小
学
校
校
舎
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
昭

和
五
十
四
年
度
か
ら
全
面
改
築
を
行
う

よ
う
、
設
計
、
設
備
、
財
政
な
ど
全
般

議案を手に53年度の長浜町政を審議する各議員

に
わ
た
る
準
備
の
年
と
し
た
い
。
こ
れ

に
は
現
時
点
で
概
算
す
る
と
六
億
円
前

後
の
資
金
が
必
要
で
、
こ
の
額
の
二
分

の
一
は
町
の
一
般
財
源
で
ま
か
な
う
こ

と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

と
く
に
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
前
段
申

し
上
げ
た
硬
直
化
、
再
建
団
体
へ
の
転

落
と
い
う
悪
い
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

卜
分
検
討
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
二
、
三
の
小
施
設
の

整
備
に
留
め
た
い
。

民

生

福

祉

隣
人
愛
、
連
帯
あ
る

も
の
に

民
生
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
の
社
会
福
祉
、
保
障
制
度
は
不
完
全

と
い
う
見
解
は
以
前
か
ら
続
い
て
お
り

現
在
で
も
十
分
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
制
度
の
充

実
し
た
固
と
言
わ
れ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
で
は
諸
税
と

社
会
保
険
負
担
が
国
民
総
所
得
の
五

O

%
を
超
え
て
い
る
の
に
比
べ
、
日
本
は

現
在
二
七
%
程
度
で
あ
り
、
財
源
率
に

お
い
て
大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
一

町
だ
け
で
の
努
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
に
は
運
用
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
見
ら
れ
、
一
例
と
し
て
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の
日
常
の

生
活
水
準
に
比
べ
、
一
生
懸
命
に
働
い

て
い
る
人
の
生
活
水
準
の
方
が
低
い
と

か
、
医
療
保
険
上
に
お
い
て
は
乱
診
乱

寮
、
病
院
の
老
人
社
交
場
化
な
ど
、
数

々
の
現
象
が
派
生
し
て
い
る
。

し
か
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
は
い
つ

の
時
代
で
も
最
大
の
考
慮
を
払
う
べ
き

で
あ
り
、
一
般
会
計
総
予
算
額
の
約
二

六
%
に
当
た
る
五
億
八
千
百
万
円
余
の

民
生
費
、
六
億
円
を
超
す
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
こ

の
ほ
か
衛
生
費
、
直
営
診
療
所
会
計
を

合
わ
せ
る
と
莫
大
な
額
と
な
る
わ
け
で
、

r

こ
の
よ
う
な
財
政
処
置
と
併
せ
て
、
ほ

ん
と
う
の
福
祉
の
方
向
を
隣
人
愛
に
求
め
、

住
民
連
帯
の
福
祉
と
し
て
出
発
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
衛
生
関
係
に
つ
い
て
は
医
療
、

薬
害
、
公
害
、
汚
物
処
理
な
ど
大
き
な

問
題
が
あ
る
が
、
福
祉
と
衛
生
を
結
び

つ
け
、
こ
の
解
決
実
施
は
H

国
や
県
、
町

が
当
然
や
る
も
の
、
だ
H

と
い
う
風
潮
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
除
去
す
る

こ
と
に
努
め
、
本
町
の
美
点
と
し
て
残

る
醇
厚
な
隣
人
愛
、
連
体
感
に
活
路
を

求
め
た
い
。
幸
い
に
し
て
都
市
地
域
に

見
ら
れ
る
断
絶
や
気
風
の
す
さ
み
が
な

い
わ
が
長
浜
町
は
、
民
生
委
員
を
中
核

と
し
た
各
種
福
祉
・
衛
生
機
関
お
よ
び

団
体
の
力
々
の
真
剣
か
つ
熱
心
な
活
動

に
よ
り
、
極
め
て
よ
い
状
熊
を
保
っ
て

わ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
美
風
と
実
績
を
永
続
さ
せ
、
温
か

い
心
の
通
い
合
う
社
会
の
建
設
に
、
共

々
に
格
段
の
前
進
を
続
け
た
い
。

な
お
ま
た
、
山
海
の
風
致
に
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
、
体
力
〈
つ
く
り

と
い
う
根
源
的
な
も
の
を
掘
り
起
こ
し
、

病
気
に
な
っ
て
治
療
す
る
知
識
よ
り
病

気
に
か
か
ら
な
い
予
防
、
さ
ら
に
、
予

防
知
識
よ
り
健
康
保
持
の
体
力
づ
く
り

と

勺
7
こ
と
を
社
会
教
育
、
福
祉
、
衛

生
の
一
一
一
者
一
体
の
原
理
と
し
て
指
導
推

進
し
た
山
。裏金

育

総
合
教
育
を
基
調
に

什
心
の
豊
か
な
人
守
つ
く
り
u

を

教
育
に
つ
い
て
は
、
長
浜
小
学
校
改

築
と
い
う
大
事
業
を
控
え
て
い
る
た
め

当
面
、
地
域
総
合
教
育
理
念
を
基
調
と

し
て
、
社
会
の
厳
し
さ
に
耐
え
生
き
ぬ

く
根
性
の
養
成
に
的
を
し
ぼ
り
、
物
質

の
曲
一
一
旦
か
さ
よ
り
、
心
の
豊
か
さ
を
時
つ

人
間
性
の
養
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
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昭和53年度の当初予算が次の通り決まりま

した。(%は前年度当初予算との比較)

⑧一般会計一22億7，648万3千円 (11.2%増)

⑨国民健康保険特別会計士6億 2，023万9千

円 (20.8%増)

⑨国民健康保険直営診療所特別会計=515万

3千円 (83.4%減)

4空港湾施設特別会計=1，360万3千円 (6.4%
減)

⑧水道事業会計=収益的収入予定額4，470万

9千円。収益的支出予定額、4，370万4千円。

資本的収入予定額なし。資本的支出予定額

513万5千円

⑧工業用水道事業会計一収益的収入予定額

2，006万8千円。収益的支出予定額1，846万

8千円。資本的収入予定額なし。資本的支

出予定額625万9千円

⑧簡易水道事業特別会計=7，728万7千円

(30.5%増)

⑨住宅新築資金等貸付事業特別会計二 3，057

万8千円 (94.8%増)
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新
し
い
事
業
や
、
と
く
に
カ
を
そ
そ

ぐ
事
業
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

大
き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の
、
予
算
金

額
は
小
さ
く
て
も
精
神
的
な
面
で
充
実

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
も
の
ー
な
ど

を
「
特
徴
」
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し

た
0

(

文
中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予

算
と
の
比
較
)
(
目
的
別
費
目
総
額

の
カ
ツ
コ
内
の
%
は
一
般
会
計
予
算
総

額
に
占
め
る
目
的
別
費
目
総
額
の
割
合
)

11 全般的な特轍|

景
気
浮
揚
対
策
と
し

て
の
公
共
事
業
に
重
点

を
置
い
た
も
の
と
な
っ

て
わ
り
、
五
十
四
年
度

に
予
定
し
て
い
る
長
浜

小
学
校
改
築
計
画
の
た

め
に
も
、
一
般
行
政
経

費
を
極
力
抑
制
し
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
総

額
で
前
年
度
よ
り

っ
て
い
ま
す
。

-
二
%
多
く
な

総務費

一
般
管
理
・
文
書

広
報
・
有
線
放
送
電

話
回
財
産
管
理
・
企

画
・
事
務
連
絡
・
生

活
行
政
推

進
・
徴
税

省
一
戸
籍
住

民
登
録
・

選
挙
な
ど

の
こ
と
に

使
う
わ
金

の
こ
と

町
長
選
挙
費
な
ど

集
会
所
は
一
一
つ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
、
町
長
選
挙
、

県
知
事
選
挙
の
年
度
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
必
要
経
費
合
わ
せ
て
六
百
二

十
六
万
四
千
円
を
計
上
。

出
海
の
坂
本
集
会
所
、
柴
の
柿
早
集

会
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

二
年
に
一
回
行
っ
て
い
る
区
長
の
研

修
旅
行
の
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

旅
費
二
百
二
十
六
万
五
千
円
を
計
上
。

ま
た
、
区
長
会
創
立
二
十
周
年
記
念
行

事
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
必

要
経
費
四
十
五
万
円
を
計
上
。

事
業
所
統
計
調
査
、
住
宅
統
計
調
査
、

漁
業
セ
ン
サ
ス
を
行
P
7
年
度
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
統
計
調
査
費
は
前
年
度
の
四
五

。
。
七
%
多
い
百
十
九
万
五
千
円
を
計
上
。

今
年
度
と
来
年
度
の
二
年
間
、
私
た

ち
の
町
は
「
人
権
尊
重
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
と
も
な

う
A
7
年
度
の
必
要
経
費
の
一
部
と
し
て

報
償
費
五
万
円
を
計
上
。

納
税
報
償
費
は
前
年
度
よ
り
四
%
多

い
五
百
四
十
万
八
千
円
を
計
上
。

予
算
上
で
は
事
務
的
な
経
費
だ
け
で

あ
り
特
徴
と
し
て
表
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

引窓5，793方向(11.3%)

三一般会計

の議入量量出
ムリ」順

)

)
の
合

入
額
割

5
金
る

捨
は
め
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ち今年度の特織

が
、
重
要
な
内
容
の
変
化
と
し
て
、
臨

海
工
業
閣
発
に
よ
る
振
興
発
展
策
に
代

わ
っ
て
長
浜
港
を
中
心
と
し
た
流
通
基

地
化
を
促
進
す
る
「
新
港
湾
薮
備
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い

、
る
ほ
か
、
国
道
や
県
道
の
繋
備
促
進
、

内
山
線
悶
通
に
と
も
な
う
国
鉄
予
讃
線

長
浜
駅
の
維
持
存
続
対
策
な
ど
に
重
点

を
置
い
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り

0
・
九
%
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

@予算のi重い

老
人
福

1

祉
・
児

β
弊
費
一
時
刊

時
調
誕
生
出

野民比一一

霊密室調Il:L':.s:坦坦置圃幽櫨盤輝総幽霊庄こ置さ温回世温調闘盤鐙盗殺滋温園fF.C，~圃圃関脇描画面開罫圃

老
人
医
療
費
は
紅
・

6
M
m
増

敬
老
会
報
髄
襲
川
崎
一
万
円
ア
ッ
プ

老
人
医
療
費
の
扶
助
費
は
、
医
療
費

の
上
昇
、
患
者
か
よ
び
入
院
患
者
の
増

加
な
ど
で
前
年
度
よ
り
一
一
一
一
了
六
%
多

い
九
千
二
百
二
十
六
万
五
千
円
を
計
上
。

ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
も

同
ピ
理
由
で
前
年
度
よ
り
二
七
。
二
一
%

多
い
一
千
二
百
一
一
万
六
千
円
を
計
上
。

今
方
、
母
子
家
庭
の
医
療
費
は
、
入
院

仁
つ
い
て
は
向
己
負
担
分
を
県
と
町
が

半
分
、
ず
つ
を
助
成
す
る
形
で
す
で
に
四

十
九
年
度
か
ら
無
料
に
、
ま
た
、
通
院

に
つ
い
て
は
自
己
負
担
分
の
二
分
の
一

を
町
が
助
成
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
四
月
一
白
か
ら
は
、
通
院
の

場
合
の
自
己
負
但
の
残
る
で
一
分
の
一
を

県
が
助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
い
ず

れ
も
無
料
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に

栢
当
す
る
助
成
費
と
し
て
百
六
万
三
千 5億8，142方自千円(25.6%)

円
を
計
上
。

敬
老
会
の
報
償
費
は
一
公
民
館
当
り

の
椋
助
を
一
万
円
増
額
し
て
二
万
五
千

円
と
し
、
こ
れ
に
相
当
す
る
額
を
計
上
。

地
方
改
善
対
策
事
業
で
は
、
大
屋
地

区
道
路
(
黒
出
)
、
櫛
生
地
区
道
路
を

新
設
す
る
ほ
か
、
柴
の
道
上
地
区
排
水

路
を
改
良
、
ま
た
、
情
生
の
高
自
宅
地
区

墓
地
の
移
転
を
す
る
ご
と
に
し
て
い
ま

す。
仁
久
に
宿
所
提
供
施
設
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
松
風
寮
は
、
建
築
年
数
が

長
い
た
め
老
朽
が
い
ち
じ
る

L
く
、
修

理
も
不
可
能
の
状
態
で
宿
所
提
供
施
設

と
し
て
慕
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
た

め
四
月
一
日
に
廃
止
し
ま
し
た
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り
四
二
%
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

者吉生費
こおに理汚防・生保
と金{吏な物止公全健
。のうど処・害般衛

不
燃
物
処
理
場
を
建
設

不
燃
物
は
現
在
、
処
理
を
し
な
い
で

そ
の
ま
ま
捨
て
て
は
ま
す
が
、
拾
で
場

の
確
保
が
む
つ
か
し
く
な
っ
た
た
め
、

不
燃
物
処
理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
が
完
成
す
る

と
、
ビ
ン
類
は
破
砕
し
て
少
量
化
し
、

カ
ン
類
や
そ
の
他
の
金
属
類
は
圧
縮
プ

レ
ス
し
て
売
却
す
る
三
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
四
十
歳
以
上
の
希
望
者
を
対

象
に
、
肺
ガ
ン
の
集
団
検
診
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
質
的
な
特
徴
と
し
て
、

結
隊
、
成
人
病
検
診
、
胃
ガ
ン
、
婦
人

ガ
ン
集
団
検
診
に
対
す
る
時
も
う
に
カ

を
入
れ
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
の
認
識
を
高
め
て
受
診
率
の
向
し
し

を
図
り
た
い
ほ
か
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
努
力
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り
二
八
%
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

費

農

業

・

勧

業

林

業

漁

一

日

産

業

関

係

な

雨

水
ど
に
使
う
一

H

林

お

限

曲

鹿

と

的

i徳島，436万円(8.1%)

地
籍
調
査
費
な
ど

構
覇
。
も
充
実

A
7
年
度
か
ら
十
年
計
画
で
国
土
調
査

(
地
籍
調
査

)
1正
し
い
土
地
台
帳
a

図
面
e

帳
簿
づ
く
り

1
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
初
年
度
と
な
る
今
年
度
は
出
海
地

区
の
一
部
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
そ
の
必
要
経
費
と
し
て
九
百
七
十

六
万
九
千
円
を
計
上
c

第
二
次
味
業
構
造
改
善
事
業
の
継
続

事
業
と
し
て
林
道
出
石
寺
線
を
さ
ら
に

約
八
百
八
十
む
延
長
。
出
海
に
作
業
林

遊
浄
心
線
、
耳
取
線
、
鶴
ノ
首
線
の
一
一
一

線
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
て
は
ま
す
。

柴
の
小
谷
地
区
の
治
山
事
業
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

喜
多
灘
、
沖
浦
の
両
漁
港
の
改
修
を

引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
出
海
漁
港
海
岸

の
保
全
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

並
型
魚
礁
約
百
六
十
個
、
築
機
投
石

魚
礁
約
一
千
二
百
五
十
立
方
灯
を
投
入

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
の
補
助
関
係
で
は
、
新
た

に
新
品
種
母
樹
園
設
置
事
業
を
取
り
入

れ
五
万
五
千
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

常
緑
樹
振
興
事
業
(
品
種
更
新
)
に
は

前
年
度
よ
り
二
五
a

二
%
多
い
百
七
十

万
円
を
、
ま
た
、
持
用
作
物
産
地
育
成

対
策
事
業
に
は
前
年
度
よ
り
七
三
・
二

性質別iこ見
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今年震の特観一向駒側

%
も
多
い
五
十
四
万
四
千
円
を
計
上
。

林
業
振
興
関
係
の
補
助
で
は
、
松
く

い
虫
防
除
対
策
事
業
は
今
年
度
は
伐
採

地
対
策
を
含
め
た
も
の
と
し
て
お
り
、

前
年
度
よ
り
二
了
五
%
多
い
二
百
二

十
二
万
円
を
計
上
。

水
産
振
興
関
係
の
補
助
は
、
新
た
に

稚
魚
放
流
事
業
を
取
り
入
れ
八
十
万
円

を
、
ま
た
、
漁
業
者
研
修
補
助
も
設
け

て
二
十
五
万
円
を
計
上
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り
八
・
一
%
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

5
7

商
業
一
則

重
工
業
一
川

:
.
観
光
一
町

立
関
係
に
一
千

使
う
わ
一
日

高
金
の
こ
一
航

と

一

2

観
光
パ
ン
フ
作
成
な
ど

観
光
の

P
R
と
し
て
観
光
パ
ン
フ
レ

y
ト
の
作
成
に
五
十
万
円
を
計
上
す
る

な
ど
観
光
面
の
強
化
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
公

園
の
清
掃
下
刈
人
夫
賃
を
前
年
度
よ
り

十
四
%
多
く
三
十
二
万
円
計
上
。

街
路
灯
は
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り
二
・
五
%
少

こわにの会
と金使た運町
のうめ営議

4，449万5千円
(2.0%) 

費れま多度
のもすくよ総
増経がなり額
で常、つーで
す的いて一前
。経ずい%年

議会費労働費

とおめな件
金にどの労
の使の改働
こうた善条

10万円
(0.0%) 

同
額前
で年
す度
。と

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。土木費

こうな安道湾河
とおど全国・川道
金に施交下ー路
の使設通水港

-
首
一
甫
長
や
'
反
主

問

、

入

4
」仁生
J

V

4

ベ

戸

よ

住
宅
は
一
む
ね

8
戸

公
営
住
宅
は
A
7
年
度
は
中
高
層
四
階

建
て
八
戸
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。町
道
長
浜
「
戒
川
線
ほ
か
二
十
線
の

各
町
道
の
舗
装
や
改
良
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

旧
長
浜
大
橋
の
開
閉
業
務
を
A
7
年
度

か
ら
町
、
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
必

要
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
浦
地
区
内
ほ
か
の
下
水
管
の
新
設

改
良
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
坊
の
幸
口
川
の
整
備
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て
は
、
今
年
度

も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

整
備
し
ま
す
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り
二
%
多
く
な

公{責費

こ返
と済借
金金
のの

2億2，811万2千円
(10.0%) 

まく八年
すな・度総
。つ八よ額

て%りで
い多一前

予備費

金に目つじ
の{吏自甘てめあ
こう以い定ら
とお外るまか

430万8千円
(0.2%) 

すな E 年
。つ二度総
て%よ室買
い多りで
まく九前

っ
て
い
ま
す
。

韓
日

品
g
消

団
員
研
修
訓
練
な
ど

前
年
度
と
同
ビ
く
四
十
立
方
日
級
防

火
水
そ
う
を
一
基
、
二
十
立
方
日
級
防

火
水
そ
う
を
三
基
造
る
こ
と
に
し
て
い

る
ほ
か
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
二
台
、
ホ

ー
ス
二
十
本
を
購
入
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

二
年
に
一
回
行
っ
て
い
る
消
防
団
員

(
部
長
以
上
)
の
研
修
訓
練
を
行
h
7
年

度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
旅
費
二
百
二

十
万
円
を
計
上
。

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
は
三
千
四
百
三
十
七
万
五
千
円
。

総
額
で
は
前
年
度
よ
り
一
一
了
三
%

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

防
火
防

3億34万5千円(13.2%)

6，786万9千円
(3.0%) 

災
の
た
め

に
使
う
お

金
の
こ
と

教育費

れ用な校健民族お般教育
まもど舎体館館金に育・学
す合の建育・・で使の社校
ま費設.i呆公水う全会教

1億7，772万3千円(7.8%)

愛
媛
ク
ラ
プ
駅
伝
を
開
催

長
中
相
撲
場
を
建
設

長
浜
中
学
校
に
屋
根
付
き
の
相
撲
場

を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

柴
小
学
校
の
屋
外
運
動
場
に
照
明
施

設
を
設
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

喜
多
灘
小
学
校
の
給
水
施
設
(
貯
水

タ
ン
ク
)
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。長
浜
駅
伝
大
会
の
ほ
か
に
、
新
た
に

「
愛
媛
ク
ラ
ブ
駅
伝
大
会
し
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
総
合
教
育
は
、
実
行
段
階
二
年

目
と
し
て
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。こ
の
ほ
か
予
算
上
で
は
と
く
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
教
育
、
公
民

館
活
動
の
諸
事
業
は
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
質
的
な
充
実
を
め
ざ
し
て
推

進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
前
年
度
よ
り
一
九
・
一
%

少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
長
浜
小
学

校
の
改
築
に
備
え
る
う
え
か
ら
も
、

A
7

年
度
は
大
き
な
建
設
事
業
を
さ
し
ひ
か

え
て
い
る
た
め
で
す
。

一

国

保

で

負

担

す

る

表
喚
一
円
七
割
分
の
医
療
費
、

i
l
一
円
い
わ
ゆ
る
療
養
給
付

佐

一

万

費

は

、

医

療

費

の

引

ミ

叩

き

上

げ

、

老

人

医

療

-
J

一
詑
費
の
増
大
な
ど
に
よ

国

保

一

時

り

前

年

度

よ

り

二

三

一

六

%

多

い

五

億

二

千
五
百
五
十
六
万
九
千
円
を
計
上
。

高
額
療
養
費
も
老
人
の
長
期
医
療
の

増
加
、
医
療
費
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ

り
大
幅
な
増
大
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

前
年
度
よ
り
五
一
・
二
%
も
多
い
四
千

九
百
九
十
八
万
八
千
円
を
計
上
。

総
額
で
は
二

0
・
八
%
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

国保直診

今
年
度
か
ら
白
滝
診
療

円
所
の
運
営
を
直
営
か
ら
一

千
般
診
療
所
に
移
し
た
た
め
、

別
そ
の
分
の
減
少
で
、
総
額

日
は
前
年
度
よ
り
八
三
・
四

5
%
少
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

農
地
農
業
用
施

附
設
災
害
復
旧
で
は
、

2

櫛
生
一
号
農
道
、

ゆ
谷
上
水
路
と
桜
農

計
道
(
い
ず
れ
も
豊

町
茂
)
を
行
い
ま
す
0

5

公

共

土

木

施

設

災
害
復
旧
で
は
、

日
の
浦
一
号
線
(
今
坊
)
、
長
浜
J
戒
川

線
、
郷

J
張
木
線
と
久
保
田

J
桜
線

(
パ
い
ず
れ
も
豊
茂
)
、
黒
回
線
の
各
町
道

を
行
い
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
以
降
当
町
に
は
幸
い

に
も
大
き
い
災
害
が
な
く
、
今
年
度
は

町
が
単
独
で
行
う
も
の
だ
け
で
、
総
額

で
前
年
度
よ
り
八
三
・
四
%
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。 災害復!日費

j巷湾施設

1ヲ360万3千円

総
額
で
前
年
度
よ
り
六

.
四
%
少
な
く
な
っ
で
い

ま
す
。

簡易水道

下
須
戒
の
下
平
、
柴
の

日
の
浦
両
地
区
の
飲
料
水

円
供
給
施
設
を
つ
く
る
こ
と

干
に
し
て
い
ま
す
。

げ

出

海

と

青

島

地

区

の

筒

広
易
水
道
施
設
を
改
良
す
る

J

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

7

総
額
で
は
前
年
度
よ
り

三

0
・
五
%
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

住宅新築資金
等貸付事業

当
初
予
算
で
の
比

司
』
較
で
は
前
年
度
よ
り

早
川
九
四
・
八
%
も
多
い

♂
も
の
と
な
っ
て
い
ま

刀
す
が
、
予
想
さ
れ
る

却
前
年
度
の
決
算
額
と

3

は
大
差
の
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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商
工
課
と
開
発
課
を
統
合

流
通
基
地
建
設
計
一
国
推
進
業
務
も
担
当

課
設
置
条
例
の
一
一
部
を
改
正
、
こ
の

四
月
一
日
か
ら
町
の
商
工
諜
と
開
発
課

を
統
合
し
て
「
商
工
開
発
課
」
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
町
で
は
こ
れ
ま
で

県
の
条
例
改
正
に
と
も

な
っ
て
長
浜
町
母
子
家
庭

医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

を
改
正
、
こ
れ
ま
で
母
子

家
庭
(
た
だ
し
①
二
十
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る

母
親
と
そ
の
児
童
の
家
庭

@
祖
母
と
孫
お
よ
び
姉
と

弟
妹
で
生
活
を
し
て
い
る

家
庭
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ

て
所
得
税
が
か
か
っ
て
な

い
世
帯
)
の
医
療
費
の
う

ち
入
院
外
の
医
療
費
の
場

合
は
個
人
負
担
分
の
半
額

だ
け
を
町
が
助
成
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
四
月
一

日
か
ら
は
入
院
の
場
合
と
同
じ
く
残
る

個
人
負
担
分
を
県
が
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
入
院
、
入
院
外
い
ず
れ
も
無
料

で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 還す喜入院外も無料に

否盟(水)
石(族)
旦(舘)
査員 (入)
に(場)
ヲI(料)
き

上
げ

水
族
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
、

長
浜
町
水
族
館
の
入
場
料
を
四
月
一
日

か
ら
下
表
の
通
り
改
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

の
商
工
業
務
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

当
町
の
商
工
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
新

港
湾
建
設
に
と
も
な
う
流
通
基
地
建
設

計
画
推
進
の
業
務
を
も
担
当
さ
せ
て
ゆ

く
考
え
で
す
。

長浜町水族館入場料

入場者別 個人
30人以上
の団体

小学校児童
40円

1人につき

中学校生徒 30円

高等学校生徒 60円
1人につき
40円

15歳以上の
100円

l人につき

一般人 60円

水
族
館
入
場
料
の
改
定
は
四
十
三
一
年

以
来
で
十
年
ぶ
り
。
引
き
上
げ
額
は
い

ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
倍
額
。

固
定
資
産
評
価
員

に

増

田

晴

茂

氏

長
浜
町
間
定
資
産
評
価
員
・
清
水
遠

氏
(
長
浜
)
は
、
こ
の
三
月
三
十
一
日

で
同
職
を
辞
職
す
る
の
に
と
も
な
い
、

町
長
は
そ
の
後
任
に
長
浜
三
十
一
区
の

増
田
晴
茂
氏
(
六

0
・
現
町
助
役
)
を

選
任
す
る
こ
と
で
議
会
の
同
意
を
求
め

た
結
果
、
全
員
賛
成
の
同
意
を
得
、
後

任
の
評
価
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

同
員
は
、
町
長
の
指
揮
を
受
け
て

固
定
資
産
を
適
正
に
評
価
し
、
町
長
が

行
う
価
格
の
決
定
を
補
助
す
る
の
が
任

務
。
任
期
な
し
。
定
数
一
人
。

坂11:田
東喪疋
員資
氏会産
志委評

it員髄
に審

1巷

任

長
浜
町
固
定

資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
・

坂

東

武

男

氏

(
四
七
・
櫛
生
)

l
写
真
l
は、

こ
の
三
一
月
三
十

一
日
で
同
委
員
の
任
期
が
満
了
の
た
め
、

町
長
は
後
任
に
同
氏
を
再
選
任
、
議
会

の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
で

同
意
さ
れ
再
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
不
服

が
あ
り
、
異
議
の
申
し
立
て
が
あ
っ
た

も
の
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
決
定
す
る

の
が
任
務
。
任
期
三
年
。
定
数
三
人
。

議
員
報
酬
、
三
一
役
。
教

育
長
給
与
を
改
正

昨
年
の
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
正

さ
れ
た
一
般
町
職
員
給
与
と
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
た
め
「
長
浜
町
議
会
議
員

等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

支
給
に
関
す
る
条
例
」
「
長
浜
町
長
、

助
役
、
収
入
役
給
与
条
例
」
「
長
浜
町

教
育
長
給
与
条
例
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ

れ
改
正
、
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
報
酬

や
給
与
額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
改
正
に
当
っ
て
は
、
さ

る
二
月
七
日
に
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
審
議
を
経
て
お
り
、
同
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
い
た
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ッ
コ
内
は
改
正
前
の
額
。

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
}

議
長

l
十
三
万
円
(
十
二
万
円
)

副
議
長
H

十
一
万
円
(
九
万
五
千
円
)

議
員

1
十
万
円
(
九
万
円
)

門
町
三
役
。
教
育
長
給
与
月
額
〕

町
長

l
四
十
二
万
円
(
三
十
八
万
円
)

助
役

1
三
十
四
万
円
(
士
一
十
一
万
円
)

収
入
役

1
二
干
二
万
円
(
二
十
九
万
円
)

教
育
長

l
三
十
万
円
(
二
十
七
万
円
)

特
別
職
や
教
育
委
員

な
ど
の
報
酬
額
な
ど
も

常
勤
特
別
職
や
他
町
村
同
職
と
の
均

衡
な
ど
を
保
つ
た
め
、
長
浜
町
特
別
職

職
員
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
、
長

浜
町
農
業
委
員
会
委
員
の
「
報
酬
及
、
び

費
用
弁
償
条
例
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ

改
正
、
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
額
を
次
の
通
り
改
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
改

正
前
の
額
。

一
監
査
委
員
報
酬
年
額
〕
議
員
か
ら

選
任
さ
れ
た
委
員

1
十
三
万
円
(
十
二

万
円
)
知
識
経
験
委
員

1
十
六
万
円

(
十
五
万
円
)

し
た
。補
正
し
た
予
算
の

お
も
な
使
い
み
ち
は

次
の
通
り
。

総
務
費

A
7
年
度

末
退
職
す
る
町
職
員
二
人
に
支
給
す
る

特
別
条
例
分
の
退
職
負
担
金
に
一
千
四

十
六
万
七
千
円
。

民
生
愛
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金

長
官
閏
藍
繍
構
助
金
な
ど
補
正

昭

年

度

般

会

計

五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
今

回
二
千
七
百
五
十
二
万
二
千
円
を
補

正
、
当
予
算
会
計
の
総
額
は
二
十
三
億

三
千
八
百
九
十
五
万
八
千
円
と
な
り
ま

{
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長

l
三
万
円
(
二
万
七
千
円
)
委

員
l
二
万
五
千
円
(
二
万
二
千
円
)

門
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
委

員
長
M
H
十
七
万
円
(
十
六
万
円
)
委
員

l
十
五
万
円
(
十
四
万
円
)

一
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
〕
会

長

1
十
三
万
円
(
十
二
万
円
)
委
員
l

十
一
万
円
(
十
万
円
)

[
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

な
ど
の
費
用
弁
償
額
〕
勤
務
一
日
に
つ

き
六
千
円
以
内
(
五
千
円
以
内
)

畏 138

舘1&

E宝時
大
域孝日

に公

長
浜
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
、
こ
れ

ま
で
白
滝
公
民
館
の
管
轄
区
域
で
あ

っ
た
一
三
八
区
(
大
字
大
越
の
一
部
)

は
、
地
域
住
民
の
要
望
も
あ
り
、
四
月

一
日
か
ら
大
和
公
民
館
の
管
轄
区
域
に

変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
滝
は
一
般
診
護
所
に

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
条
例
の

一
部
を
改
正
、
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保

険
直
営
診
療
所
と
し
て
運
営
し
て
い
た

白
滝
診
療
所
は
、
こ
の
回
目
一
日
か
ら

町
の
ユ
般
診
療
所
」
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所

は
青
島
診
療
所
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

増
額
分
の
積
立
金
に
百
五
十
万
円
。
老

人
医
療
費
の
増
加
分
に
三
百
十
一
万
八

千
円
。衛
生
資
厚
生
省
で
認
定
さ
れ
た
町

内
の
予
防
接
種
後
遺
症
患
者
(
一
人
)

に
対
す
る
一
時
金
と
医
療
費
の
負
担
金

(
四
分
の
ご
に
七
百
六
十
五
万
九
千
円
。

農
林
水
産
業
費
晩
か
ん
類
等
産
地

育
成
対
策
補
助
に
百
七
十
六
万
九
千
円
。
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、b，ヵ域地底

五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
蒙

i
i

町
で
は
、
一
部

一
回
開
一
の
機
構
改
革
な
ど

」
職
一
ー
の
関
係
で
、
今
回

盤

町

寵

は

四

月

一

日

付

け

藷

劇

撃

で

次

の

通

り

町

職

綱

引

制

η鎚
員
の
人
事
異
動
お

臨
時
;
エ
鍾
よ
び
昇
格
の
発
令

?

三

一

軸

を

行

い

ま

し

た

。

て
搾
ト
何
回
目
盟
二
内
は
異
動

け

翻

縄

繕

謹

前

。

O
は
昇
格
。

付

審

務

鐘

マ

課

長

日

韓

親

噌

掴

商

工

開

発

課

長

瞬
昨
弘
樹
離
(
開
発
課
長
)
泉

ト
ー
い
輔
薄
暗
韓
芳
信

F
轄

薄

明

謹

マ

課

長

補

佐

級

4
欝

鰯

鋒

轟

老

人

ホ

ー

ム

臼

山
園
長
(
商
工
課

長
補
佐
)
大
野
智
マ
商
工
開
発
課
長
補

佐
兼
商
工
係
長
(
開
発
課
長
補
佐
兼
開

発
係
長
)
山
崎
一
義
マ
商
工
開
発
課
長

一髄質問問峨隅棚醐蜘翻醐糊噛醐

し
い
た
け
生
産
施
設
整
備
事
業
補
助
金

八
十
七
万
二
千
円
。
工
事
費
の
減
少
に

よ
る
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
費
の

減
額
百
四
十
万
円
。
出
海
漁
港
海
岸
保

全
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
割
り
当
て

額
の
減
少
な
ど
に
と
も
な
う
漁
港
建
設

費
の
減
額
二
百
五
十
六
万
円
。

商
工
費
「
長
浜
音
頭
」
製
作
費
の

不
用
分
の
減
額
七
十
四
万
円
。

土
木
費
町
道
橋
立
峯
今
坊
線
の
舗

装
工
事
請
負
費
。
国
道
三
七
八
号
線
の

改
良
に
と
も
な
う
下
水
道
新
設
改
良
工

事
請
負
費
。

消
防
費
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担

金
(
職
員
の
給
与
改
訂
に
と
も
な
う
)

に
二
百
二
十
八
万
九
千
円
。

教
育
費
県
立
長
浜
高
校
施
設
整
備

補
助
金
四
百
万
円
。

一一一一一一一一一一一慨欄議会 e

覆
養
費
章
、
と
ニ
千
九
百

四
十
万
四
千
円
を
補
正

見
年
度
国
保
会
計

特
別
会
計
に
今
回
二
千
九
百
四
十
万

四
千
円
を
補
正
、
当
予
算
会
計
の
総
額

は
五
億
四
千
五
百
三
十
一
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

補
正
し
た
予
算
の
使
い
み
ち
は
次
の

通
り
。療
養
給
付
費
(
被
保
険
者

1
国
保
加

入
者

1
の
医
療
費
の
う
ち
保
険
者
が
負

担
す
る
七
割
分
)
に
二
千
七
百
四
十
六

万
九
千
円
。
高
額
療
養
費
(
保
険
者
が

負
担
す
る
三
割
分
の
医
療
費
の
額
が
、

一
か
月
分
に
つ
き
同
ピ
医
療
機
関
で
三

万
九
千
円
を
越
え
る
場
合
、
そ
の
越
え

る
分
に
つ
い
て
保
険
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
負
担
金
)
に

百
九
十
三
万
五
千
円
。

飲
酒
運
転
を

追
放
し
ま
し
ょ
う

補
佐
兼
調
整
係
長
(
開
発
課
長
補
佐
兼

調
整
係
長
)
宮
田
猛
義

マ
係
長
自
主
事
・
技
師

総
務
課
企
画
財
政
係
長
(
同
課
財
政

係
長
)
山
本
勝
延
マ
総
務
課
国
土
調
査
叩

係
長
(
同
課
企
圃
統
計
係
長
)
上
回
冨

貴
男
マ
総
務
課
管
財
係
長
(
同
課
庶
務
吋

消
防
係

)
O叶
本
正
マ
総
務
課
公
車
管
。

理
係
技
師
(
衛
生
課
環
境
係
技
師
)
西
山

本
幸
雄
マ
文
書
広
報
課
主
事
(
建
設
課
叶

管
財
係
主
事
)
仙
波
久
枝
マ
税
務
課
徴
.

収
係
長
(
同
課
住
民
税
係

)
O西
田
孝
川

マ
衛
生
課
国
保
係
長
(
会
計
室

)
O政
'

所
友
邦
マ
建
設
課
庶
務
係
長
(
衛
生
課
山

国
保
係
長
)
藤
沢
豊
彦
マ
商
工
開
発
課
旬

開
発
係
長
(
開
発
課
調
査
係
長
)
下
回

J

健
三
マ
水
族
館
主
任
(
税
務
課
収
納
係
叩

長
)
平
田
友
幸

マ
審
記
@
技
手
e

警

記
補
。
技
手
補
級

口一韓貿開口

A
7
議
会
で
は
小
川
儀
三

郎
議
員
、
塚
木
弘
基
議
員
、

津
田
龍
雄
議
員
の
三
氏
が
、

合
わ
せ
て
七
件
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

広
く
声
を
聞
い
て

ー
役
場
庁
舎
建
設
場
所
!

小
川
議
員
・
①
長
浜
小
学
校
建
築
の

財
政
措
置
は
ど
う
な
る
の
か
。
物
価
の

動
き
、
政
府
が
公
共
事
業
を
督
励
し
て

い
る
情
勢
な
ど
を
考
え
る
と
、
必
要
な

こ
と
は
多
少
の
無
理
が
あ
っ
て
も
極
力

早
く
や
る
方
が
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
役
場
庁
舎
は
ど
こ
へ
建
て
る
の
か
。

現
在
の
役
場
庁
舎
の
場
所
以
外
に
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
土
地
だ
け
は
は
っ
き
り

決
め
て
、
そ
こ
へ
重
点
を
置
い
て
ゆ
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

菊
地
町
長
・
①
あ
ら
ゆ
る
手
段
、
方

法
を
講
じ
て
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を

ど
の
よ
う
に
軽
減
し
て
ゆ
く
か
に
つ
い

て
は
今
後
、
建
築
を
進
め
る
基
本
的
な

計
画
と
合
わ
せ
て
者
…
詰
め
て
ゆ
く
わ
け

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
仕
組
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
る
段
階
に

至
っ
て
い
な
い
。

②
こ
の
よ
う
な
公
共
建
築
物
の
場
所

は
、
単
に
町
理
事
者
だ
け
で
決
定
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
広
く
町
民
の
方
々
の
声

も
吸
収
し
た
上
で
決
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A
7
の
と
こ
ろ
、
場
所
や
方
法
な

ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
答
え
す
る
段

階
で
は
な
い
の
で
ご
理
解
項
き
た
い
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

立

案

作

業

中

ー
海
水
浴
場
の
整
備
計
画
l

小
川
議
員
・
・
建
設
省
に
お
け
る
肱
川

流
域
の
公
園
化
に
と
も
な
う
当
町
の
海

水
浴
場
計
画
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
計
画
が
で
き
て
い
る
な
ら
、

そ
の
青
写
真
を
う
け
た
ま
わ
り
た
い
。

菊
地
町
長
・
・
・
肱
川
流
域
観
光
協
議
会

(
現
在
十
市
町
村
が
関
係
)
で
昭
和
四

十
五
年
に
肱
川
流
域
開
発
整
備
計
画
を

立
て
、
最
終
地
元
案
を
四
十
七
年
三
月

に
一
応
決
め
た
が
、
四
十
七
年
十
二
月

に
国
直
轄
で
肱
川
流
域
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
内
定
し
、
四
十
八
、
四
十
九
年

の
二
年
に
わ
た
っ
て
建
設
省
四
国
地
方

建
設
局
の
大
規
模
公
園
関
連
調
査
が
行

わ
れ
て
、
五
十
年
十
一
月
に
そ
の
報
告

を
受
け
た
。
そ
れ
を
基
に
肱
川
流
域
開

発
整
備
計
画
の
再
検
討
と
い
う
こ
と
で

地
元
案
の
見
直
し
を
し
、
マ
ス
タ
ー
0

フ

ラ
ン
を
立
案
す
る
よ
う
に
現
在
順
次
そ

の
作
業
を
進
め
て
お
り
、
五
十
三
年
度

は
管
内
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
o

海
水
浴
場
の
整
備
計
画
は
、
当
初
か

ら
漁
港
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
進
め
る
よ
う

財ム不島
監言都ニ
コT ・~ /'入ー
.口
せ十
ば?了

品位
事程

ー
山
山
海
小
・
中

J

塚
木
議
員
・
①
危
険
校
舎
と
し
て
指

定
を
受
け
て
い
る
出
海
小
学
校
と
出
海

中
学
校
と
を
合
わ
せ
た
校
舎
の
改
築
、

体
育
館
建
設
の
構
想
を
持
っ
て
項
け
な

い
カ
。②
土
居
新
教
育
長
の
教
育
行
政
に
対

す
る
姿
勢
、
現
在
ま
で
の
方
針
に
対
す

る
肉
付
け
や
変
更
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

③
現
在
の
小
学
校
の
複
式
授
業
の
基

準
(
二
学
級
合
わ
せ
て
二
十
一
人
を
割

っ
た
場
合
)
を
、
中
学
校
に
準
じ
た
「
二

学
級
合
わ
せ
て
十
二
人
を
割
っ
た
場
合
」

の
基
準
ま
で
に
引
き
下
げ
、
複
式
授
業

な
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
漁
港

の
整
備
計
画
は
厳
し
い
社
会
情
勢
の
関

係
で
予
算
の
範
囲
が
出
発
の
時
点
か
ら

狭
め
ら
れ
た
た
め
、
当
初
の
計
画
よ
り

遅
れ
て
い
る
。

「
お
茶
懇
」
続
け
た
い

!
町
政
対
話
の
場
づ
く
り

1

小
川
議
員
・
行
政
連
絡
会
の
よ
う
な

大
き
い
も
の
で
な
く
、
ヒ
ザ
を
つ
き
合

わ
せ
て
町
政
の
あ
り
方
、
が
聞
け
る
よ
う

な
場
守
つ
く
り
を
す
る
意
志
は
あ
る
か
。

菊
地
町
長
・
・
・
ご
指
摘
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
県
と
呼
応
し
て
プ
お
茶
の
間
懇

談
会
」
を
公
民
館
単
位
で
毎
年
順
番
に

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
を
進
め
て

ゆ
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
各
種
団
体
と
の
接
触
、
各

区
長
、
広
報
な
が
は
ま
、
有
線
放
送
な

ど
を
通
り
て
の
広
報
広
聴
を
行
っ
て
い

る
が
、
な
お
完
壁
を
期
す
る
た
め
に
調

査
検
討
し
た
い
。

の
解
消
に
努
め
る
よ
う
県
や
国
に
働
き

か
け
る
用
意
は
な
い
か
。

菊
地
町
長
田
・
①
危
険
な
状
態
で
人
身

事
故
な
ど
が
発
生
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
教
育
委
員

会
な
ど
と
も
協
議
し
て
対
応
し
て
ゆ
き

た
い
。
ま
た
、
財
政
の
と
も
な
う
こ
と

で
あ
る
の
で
、
財
政
計
画
と
あ
い
ま
っ

て
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

土
居
教
育
長
・
(
①
の
町
長
答
弁
に

補
足
)
こ
の
危
険
校
舎
の
指
定
と
い
う

の
は
、
も
う
そ
こ
が
危
な
く
て
使
え
な

い
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
指
定
で
は
な

く
、
言
わ
ば
「
建
築
し
て
相
当
に
年
が

た
つ
て
い
る
か
ら
、
建
て
替
え
る
場
合

に
は
、
も
う
一
度
国
の
補
助
を
出
し
て

あ
げ
ま
す
よ
」
と
い
っ
た
返
事
を
獲
得

し
た
と
い
う
意
味
の
指
定
で
あ
る
と
い

う
よ
う
に
私
の
方
で
は
受
け
取
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
日
常
の
使
用
に
支
障
が

あ
る
と
か
、
生
徒
や
先
生
た
ち
の
健
康
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異動仁宝趨輔

総
務
課
(
櫛
生
隣
保
結
)
植
杉
岳
志

マ
税
務
課
(
白
滝
公
民
館
)
新
田
道
夫

マ
税
務
課
(
文
書
広
報
課
)
吉
田
直
人

マ
櫛
生
隣
保
館
(
衛
生
課
)
山
本
多
喜

男
マ
社
会
福
祉
協
議
会
(
老
人
ホ

l
ム

白
山
国
)
一
藤
豊
マ
住
民
課
(
大
和
保

育
所
)
久
井
智
壬
マ
焼
却
場
(
水
族
館
)

松
石
之
道
マ
衛
生
課
(
開
発
課
)
西
山

健
市
マ
志
向
島
診
僚
所
(
新
採
用
)
赤
丸

恵
子
マ
商
工
開
発
課
(
開
発
課
)
田
中

宏
幸
マ
商
工
開
発
課
(
開
発
課
)
洲
尾

計
邦
マ
商
工
開
発
課
(
開
発
課
)
三
秋

レ
イ
チ
マ
商
工
開
発
課
(
農
林
水
産
課
)

大
本
昭
裕
マ
商
工
問
活
課
(
建
設
課
)

井
上
裕
重
マ
建
設
課
(
港
務
所
)
問
問

好
光
マ
建
設
課
(
社
会
福
祉
協
議
会
)

浦
上
恵
美
子
マ
港
務
所
(
衛
生
課
)
藤

本
修
一
一
マ
会
計
室
(
長
浜
中
学
校
)
大

国
尚
子
マ
白
滝
公
民
館
(
税
務
課
)
滝

内
仁
マ
長
浜
中
学
校
(
畠
辰
林
水
高
諜
)

山
口
早
苗
マ
老
人
ホ

1
ム
白
山
関
(
新

採
用
)
相
官
本
和
重
一
マ
文
書
広
報
課
(
新

採
用
)
菊
地
直
美

E司摩藩蕊彊匝露調ユぷE盟国騒騒函翠遜議蜜・K士三三翠露軍罷騒騒函謹湿

μ働
移

m務
グ

ωω
保
蓄
財
一
冊

m

d
m
m級協
W

マ
所
長

出
海
(
怖
生
)
玉
井
徳
美
マ
櫛
生
(
沖

浦
)
西
山
逸
子
マ
沖
浦
(
出
海
)
西
宮

幸
子マ
主
法
保
母

大
和
(
出
海
)
田
村
恒
子
マ
出
海
(
豊

茂
)
大
成
節
子
マ
豊
茂
(
大
和
)
宮
向

民
子マ
保
母

長
浜
(
大
和
)
百
日
出
清
子
マ
長
浜
(
白

滝
)
梶
本
幸
子
、
吉
岡
と
よ
子
マ
長
浜

(
櫛
生
)
河
内
厚
子
マ
白
滝
(
大
和
)

菊
地
さ
と
子
ι

マ
沖
浦
(
喜
多
灘
)
矢
間

栄
津
美
マ
櫛
生
(
長
浜
)
宇
都
宵
由
美

子
マ
出
海
(
長
浜
)
木
ノ
本
律
子
マ
山

海
(
沖
浦
)
吹
春
み
わ
子
マ
大
和
(
長

浜
)
中
上
幸
子
マ
大
和
(
出
海
)
鈴
木

佳
代
子
マ
喜
多
灘
(
長
浜
)
犬
野
ギ
ン

可盟罰醤温盛惑星斗属医密室豆

子
マ
豊
茂
(
白
滝
)
矢
野
越
子

λb必
物
拶
グ

小
H
E
届
後
議
仰
ゆ

d
d物
館
別
協

f
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
N

今
回
の
異
動
と
は
直
接
関
係
の
な
い

者
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
最
近
に
お
い

て
次
の
四
人
が
退
輸
し
て
い
ま
す
。

坂
井
弥
八
郎
(
山
一
則
溺
工
課
長
。
一
月

末
日
付
け
)
マ
池
田
又
一
郎
(
老
人
ホ

ー
ム
白
山
園
長
マ
槙
尾
ハ
ツ
子
(
商
工

課
商
工
振
興
係
主
事
)
マ
立
脇
る
り
子

(
青
島
診
療
所
看
護
婦
)
マ
久
保
七
郎

(
教
育
課
社
会
教
育
係
嘱
託

)
1以
上

は
い
ず
れ
も
三
月
末
日
付
け
。

青
島
。
山
山
石
寺

へ

放

送

開

始

青
島
や
人
里
離
れ
た
出
石
寺
地
区
に

も
有
線
放
送
が
聞
け
る
よ
う
に
:
と
、

町
で
は
昨
年
の
九
月
か

6
「
無
線
中
継

施
設
」
の
設
置
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
れ
が
完
了
、
こ
の

団
月
一
日
か
ら
無
線
竜
波
に
よ
っ
有
線

放
送
番
組
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
青
島
漁
協
屋
上
と
出
石
寺

屋

t
に
中
継
施
設
を
設
け
、
町
役
鵠
屋

上
か
ら
出
力
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
波
で

送
る
と
い
う
も
の
。

た
だ
し
、
こ
の
無
線
に
よ
る
放
送
は

電
波
管
理
法
で
数
々
の
制
約
を
受
け
、

た
と
え
ば
商
業
放
送

(
C
M
)
や
音
業

放
送
な
ど
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
当
面
は
朝
六
時
半
、
唇
一
十

二
時
半
、
夜
八
時
五
十
分
か
ら
の
放
送

(
い
ず
れ
も
十
分
間
)
だ
け
と
し
て
い

ま
す
。総
工
費
約
三
百
四
十
万
円
。

出
一
望
守
に
放
送
を
伝
え
る
ト
ラ
ン

に
影
響
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

あ
れ
ば
当
面
そ
れ
ら
不
都
合
な
点
を
補

川
修
し
て
支
障
の
な
い
よ
う
に
管
理
し
て

ゆ
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

何
体
育
館
の
必
要
性
は
私
ど
も
も
十
分

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
現
在
の

体
育
館
を
今
年
は
危
険
校
舎
の
認
定
を

h

受
け
る
よ
う
先
月
(
二
月
)
そ
の
手
続

き
を
終
え
、
補
助
を
受
け
る
資
格
だ
け

ば
取
得
し
た
。
長
浜
小
学
校
の
建
築
も

川
控
え
て
い
る
の
で
、
財
政
事
情
が
許
す

一
状
態
に
な
れ
ば
、
な
る
べ
く
早
く
実
現

す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

⑨
私
ど
も
五
人
の
教
育
委
員
の
意
見

の
結
論
に
基
づ
い
て
教
育
行
政
を
円
満

に
進
め
て
ゆ
く
ー
と
い
う
基
本
的
な
考

え
々
で
当
り
た
い
。

③
私
ど
も
も
同
様
の
考
え
を
も
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
機
会
あ
る
ご
と

に
当
局
へ
要
望
し
て
い
る
。

川
基
盤
整
備
が
基
本

l
農
林
、
副
業
の
指
導
方
針

1

塚
木
議
員
・
・
・
①
新
年
度
予
算
案
を
見

る
と
、
福
祉
予
算
と
公
共
投
質
予
算
の

両
面
を
も
っ
た
も
の
と
思
う
が
、
ま
ち

が
い
な
い
か
。

叫
②
一
県
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
中

九
小
企
業
地
場
産
業
の
育
成
保
護
に
よ
る

二
口
同
額
補
助
@
低
利
融
資

一
の
要
望
を
進
め
た
い

ー
制
度
資
金
の
返
済
J

津
間
…
i
z
u

見
・
・
・
④
み
か
ん
農
家
に
対
す

る
今
後
の
営
長
お
よ
び
生
活
指
導
は
ど

う
し
て
ゆ
く
か
。

②
営
農
の
基
盤
整
備
事
業
は
、
農
道

を
つ
け
る
に
し
て
も
地
元
負
担
を
し
て

吋
つ
け
て
い
る
が
、
農
業
を
と
り
ま
く
こ

い
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
中
で
は
、
借
り

入
れ
た
制
度
資
金
の
返
済
が
で
き
な
い

実
情
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
全
面
凍
結

地
域
地
域
の
特
異
性
を
も
っ
た
基
幹
産

業
の
育
成
強
化
に
つ
い
て
、
町
で
も
独

自
に
類
似
し
た
考
え
万
を
も
つ
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
構
想
が

あ
る
か
。

③
農
林
漁
業
の
生
産
活
動
に
対
す
る

今
年
度
の
町
の
指
導
方
針
、
目
的
は
ど

の
よ
う
に
置
い
て
い
る
か
。

菊
地
町
長
・
・
①
品
詳
し
く
予
算
の
内
容

を
見
て
頂
け
れ
ぽ
わ
か
る
よ
う
に
、
公

共
事
業
の
推
進
を
ま
ず
基
本
と
し
で
日

る
。
こ
の
効
果
を
末
端
に
ま
で
い
か
に

早
く
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
早
期
着

工
、
地
場
産
業
育
成
の
た
め
の
資
材
、

そ
の
他
の
発
注
な
と
に
つ
い
て
の
指
導

を
強
化
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
中
小
企
業
育
成
に
も
関
連

さ
せ
て
ゆ
き
た
い
。

②
商
工
会
の
基
本
的
な
推
進
計
画
も

あ
る
の
で
、
そ
う
い
つ
だ
も
の
と
あ
い
ま

っ
て
町
の
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

野
は
強
力
に
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

⑨
基
盤
整
備
、
そ
の
他
を
含
め
た
体

制
づ
く
り
を
町
が
進
め
て
ゆ
く
と
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
農
林
道
や
漁
港

の
整
備
と
い
っ
た
も
の
が
基
本
に
な
っ

て
く
る
し
、
口
問
種
更
新
な
ど
の
問
題
も

あ
い
ま
っ
て
進
め
て
ゆ
き
な
け
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
を
基
本
に
し
て
五
十
三
年
度

予
算
の
編
成
に
当
っ
て
い
る
。

を
強
く
国
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
そ
の
事
前
策
と
し
て
、
現
在
借

り
入
れ
て
い
る
資
金
全
額
の
利
子
補
給

を
町
で
行
え
な
い
か
。

③
A
7
後
、
農
道
を
つ
け
る
場
合
に
必

要
な
資
材
な
ど
の
援
助
は
で
き
な
い
か
。

菊
地
町
長
①
情
勢
の
厳
し
さ
が
追

い
越
し
て
効
果
が
上
が
り
に
く
い
が
、

前
年
度
に
引
き
続
い
て
ハ
ッ
サ
ク
、
そ

の
他
の
品
種
更
新
な
ど
も
含
め
て
推
進

し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
た
、
県
議
会
で
発
言
の
あ
っ
た

「
所
得
共
済
制
度
」
と
い
っ
た
も
の
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
家
経
営

が
安
定
し
て
く
る
道
も
開
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
、
農
協
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て
県
や
国
に
こ
れ
を

早
く
実
施
し
て
頂
く
よ
う
な
要
請
を
し

て
ゆ
き
た
い
。

④
今
後
行
つ
で
ゆ
く
基
盤
整
備
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
農
家
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
し
か
も
均
↓
的
な
も

の
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
融
資
制

度
そ
の
も
の
や
補
助
率
の
ア
ッ
プ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
と
も
に
提

携
し
て
強
く
高
額
補
助
あ
る
い
は
低
利

融
資
の
要
望
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

⑨
一
圏
内
作
業
道
も
含
む
農
林
道
の
整

備
は
、
で
き
る
岡
山
り
他
の
基
盤
整
備
と

の
均
一
化
を
図
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
ご
と

で
十
分
検
討
し
、
前
向
き
に
進
め
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
む

他
町
村
の
例
も
見

で
ー
箱
婚
相
談
由
民
の
設
置
l

津
田
惑
員
:
農
家
へ
の
嫁
不
足
対
策

と
し
て
、
公
民
館
の
中
に
で
も
結
婚
棺

談
員
み
た
い
な
も
の
を
設
け
て
、
若
者

に
夢
と
希
望
を
与
え
て
は
ど
う
か
。

弱
地
町
長
・
・
・
茎
本
的
に
は
農
政
の
抜

本
的
な
対
策
を
と
ら
な
い
限
り
問
題
の

解
決
は
む
つ
か
し
い
が
、
そ
う
か
と
い

っ
て
子
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
る
だ
け
で
は

い
け
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を

考
え
て
み
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
前

小
泉
教
育
長
の
肝
い
り
で
、
若
い
後
続

者
、
勤
労
青
年
の
交
流
の
場
を
も
つ
こ

と
が
そ
う
い
う
面
へ
の
…
助
に
も
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
ま
で
勤
労
青
年

の
国
内
研
修
の
場
を
設
け
て
お
り
、
具

体
的
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
効
果
が
あ

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
完
全

芯
と
は
思
っ
て
わ
ら
ず
、
他
町
村
の
例

も
同
ん
て
十
分
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
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沖
浦
保
育
所
ヘ
0

0
沖
浦
保
育
所
昭
稲
五
十
二
年
度
卒
国

児
一
向
:
・
紙
芝
居
一
一
セ
ッ
ト
(
千
一
二

百
円
相
当
)
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

。
沖
浦
保
育
所
昭
和
五
十
一
一
年
度
母
の

会
・
却
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
ム
口
を
沖

浦
保
育
所
へ
。

。
下
須
戒
の
川
田
充
義
さ
ん
(
一
一
一
六
)

・
:
八
畳
敷
き
ジ
ュ

l
タ
ン
を
し
へ
相
保

育
所
ヘ
。

O
大
和
保
育
所
昭
和
五
十
一
一
年
度
乍
菌

児
一
同
・
-
水
晶
時
計
(
一
万
円
)
を

し
人
和
保
育
所
へ
。
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O
櫛
生
保
育
所
昭
和
五
十
二
年
度
卒
図

児
一
同
:
・
花
ぴ
ん
二
個
、
剣
山
一
個
、

水
盤
一
個
、
水
き
し
一
個
を
櫛
生
保

育
所
へ
。

O
白
滝
保
育
所
昭
和
五
十
二
年
度
母
の

会
・
卓
上
ス
テ
レ
オ
二
台
、
電
気
そ

う
じ
機
一
台
を
白
滝
保
育
所
へ
。

O
長
浜
十
七
区
の
武
智
知
子
さ
ん
合
一
一

五
)
:
鏡
二
百
を
喜
多
灘
小
学
校

へ。

。
松
山
市
古
川
町
の
塩
野
晴
美
さ
ん

(
五
五
)
:
目
ミ
シ
ン
一
台
(
三
万
一

千
七
百
円
)
を
喜
多
灘
小
学
校
へ
。
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友
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長
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お
誕
生
お

で
と
う
H

卓上カレンダーの5月分をめく

ってゆくとミ楠のもり上りたる若

葉かなミの句が討につけた。今は

至るところ青葉、若葉で美しいc

とくに山がよい。歳時記にl土谷若

葉、里若菜、山若葉、若葉風、若

葉雨とめり人の心を新鮮にしてく

れる企「自然に帰れ、自然に従え、

自然を見よ、そしと白然が教える

道をたどってゆけ」と説き続けた

18世紀のフランスの忌怨τ、文学
者であり、あらゆる面で近代の父

と言われたルソーを思い出す企4

月29日から 5月5l::Iにかけて、家

庭の行楽週間になるが、子作りの

わ握り弁当で、手近な長浜の自然

歩道を楽しんではどうだろうかA

函立公園で県指定名勝である出石

寺参りも、パス・自家用車では興

がない。家族の団らん健康のため

に行き l主バス、帰りはi日出石寺道

を歩く。人だけが通る新緑のILJの

士の感触に浸りながら道々カシワ

の葉を摘む。翌日は母きんに作つ

でもらった柏餅で自然の昧を満喫

するA近頃道路が潤通した釜神山

コースも趣がある。道しるべのあ

る旧大洲街道を歩き、戒川の史跡

をめぐるのもまた千合てがたい。近

Lミ所では白滝、不動滝めぐり、若

葉の滝の眺めも格別で、ある心「徒

歩は私の思想を活気づけ、生き生

きさせる何ものかを持っている」

というルソーの言葉を深く考えて

みよう。

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

児
名

保
護
者
氏
名

続
柄

下
須
戒

{
呂
問

茂

長
男

編

集

後

記

明
け
て
昭
和
五
十
三
年
度
の
行
政
の

ゐ
り
方
を
ご
紹
介
す
る
策
手
凶
議
会
記

事
を
ご
'
沼
介
し
ま
し
た
が
、
年
度
末
期

の
あ
わ
た
と
し
さ
に
新
し
い
企
画
を
考

え
る
い
と
ま
が
得
れ
ず
、
例
年
と
同
じ

パ
タ
ー
ン
の
紙
面
と
な
つ
で
し
ま
い
ま

し
た
〔
文
字
が
ド
ッ
サ
リ
で
、
は
た
し

て
手
に
取
っ
て
頂
け
る
か
と
心
配
で
す
。

さ
て
次
号
は
:
・
、
五
月
号
後
記
に
ベ

ン
を
走
ら
す
ム
ブ
の
時
点
(
四
月
八
日
午

後
一
時
半
)
で
は
、
四
月
人
事
異
動
後

の
「
町
職
員
録
」
以
外
は
白
紙
の
脳
裏

で
す
が
、
前
同
月
号
か
ら
の
新
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
て
作
業
を
進
め
た
ロ
と
思
け

ま
す
。
本
紙
士
牛
尾
を
飾
る
「
長
浜
嵐
」
の
執

筆
者
の
一
人
・
久
保
七
郎
さ
ん
が
町
の

嘱
託
事
務
を
退
(
ひ
)
か
れ
た
た
め
、

今
後
は
増
田
助
役
園
品
左
滋
さ
ん
の
二

人
で
続
げ
ま
す
。

こ
こ
ち
ょ
い
五
月
風
、
若
葉
薫
る
季

節
で
す
。
か
立
川
い
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

h

「
ノ
。

人 間世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

4月1日現在 前月との比較

13，363人 76人減
人口 (男 6，370大)(ZA動女 6，993

世帯数 3，901世帯 8世帯減 | 

:JI~r;1.~当時有

明潮


